













部分 トー ラスに分離し,ホモクリニック ･カオスが起こる｡ これ らの1次の摂動論による予想
は,数値実験において,ソリトン部分に着目することにより,小さな福射が現われるにもかか
わらず,定性的に正しいことが確認された｡3･ソリトン系においては,共鳴 トー ラス (有理
比の トー ラス )の重なりによる大域的カオスが原因と思われる ｢束縛状態｣の解離現象が観測
された｡このように,摂動が十分小さければ,2次的な編射も小さく,かつ,かなり長時間に
わたっても,ソリトンには ｢悪影響｣を及ぼさず,無理比 トー ラスに対応するほとんどの n･
ソリトンは安定であることが期待される｡ これは,ソリトンと福射との間に質的な差があるこ
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§1. ひもの運動を記述する非線型シュレディンガ-方程式










訂 n= Tb~ 応t, 芯 b=~ Tn･ (1)



























ここで N･N-N*･N*- 0, N ･N*-2を利用 した｡すると(3)で導入したg(S,i)は
次の式に従う｡
意中-憲u･孟[炉 Re(+*V,]+i汀 dsI-(+*al u) (9)
右辺で2つの積分があるが積分の下限をOとした｡これは次の変換のため一般に可能である｡





2つの積分のため少の式は nonlocalになってしまう｡ つまり曲線のあるところが変形 したと
すると,その効果が瞬時に遠 くまで及んでしまう｡これは曲線を記述するのに線長タを選んだ




告 軽 ゑ(-i)n'1cn [+'n'2)･i刷 2+n']
月差蓋:(- i)n･2-･1 cn折 '*ま[材(n-ml],
(ll)
(12)
ここで す(n)-(£)n¢･もしcn-- ∂n,｡ なら橋本氏の場合となるOもL c｡と cl があ
りen-0(n≧2)なら広田氏の場合 (1973)となる｡
最後に時間反転に対する変換則を考える｡
t→ - t,n→ n, b→ - a,
中一 サ*, N- N*, u一 一u*
(ll)式の場合は可逆である｡
§2. 2次元
2次元では7-0, 少-K, u- n･(£ 〕 である｡ (9)式は次のようになる｡
(蓄)3-憲 u十怠[府 Ku] ･
(13)
(14)
これはBrowerらによってすでに導かれている(1984)｡面白いことに 旦 β=k より決ま
∂ざ
る角度 βを用いて曲線を記述すると(14)は次のようなlocalform に変形される｡
(AK)0- K2(& ･1)V (15)








V- uoco s O , (uo :定数 )｡
Oi) spiral解｡ 応ニーhH(0-Bi)としてみると, (15)より
d2




ここで ¢- ♂- βと. (18)は結晶成長で知られたスパイラルを解としてもつ (Burtonetal,
1950)0
(iD A-0の場合の bend解o k-(2t)-1/2 F(0)とおくと, (15)より
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ケールで)は上に示した bend解で記述できる｡ 図 3.
Schwarzはbendの運動を数値計算 している(1985)｡彼の式は(21)と同じものである｡
最後にbend一解 (23)-(25)は 野崎 ･戸次氏の厳密解(減衰のある非線型シュレディンガ-
方程式 )とよくにていることをいっておく｡ 以上の内容は Progress74(1985)979に発表
しました｡
またNavier-Stokes式に従 う流体で渦の衝突 ･reconnectionは大変重要な素過程である｡
この場合渦を､表わす曲線の運動方程式は,非局所的 (longrange)になる｡ 何 らかの厳密解か
Stochasticな近似等があればよいと強く期待し努力 してみるつもりであるが･-- 0
2次元渦糸系の可積分性と渦衝突について




1g′ rk〟_生 =- ∑′
dt 27Cik=1 zj-Zk
(ノ●-1,2,-〟) (1 )
ここで Zノ･- xj+ iyjtま j番目の渦系の複素 Z平面における位置,rjはその強さであるO
ち･は複素共役を表わし,和は7,･-2kを除いてとるものとするo
方程式 (1)は次のようなHamilton関数を導入することによりHamilton形式に書けること
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